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　平成16年度各会計予算については、15
人の委員で構成する予算審査特別委員会
を設置。３月18日から３日間にわたり慎
重に審査され、最終日の本会議において
審議の結果、各会計予算は原案のとおり
可決されました。

■
一
般
会
計

　

歳
入
で
は
、
合
併
特
例
債
に

よ
る
借
金
の
増
大
は
、
今
後
の

国
の
財
政
運
営
の
不
透
明
さ
を

見
る
と
不
安
で
あ
る
。

　

歳
出
の
総
務
費
で
は
、
自
治

会
長
へ
の
報
酬
制
度
の
見
直
し

が
必
要
で
あ
る
。
自
治
会
長
の

総
会
も
参
加
率
が
半
分
以
下
で

あ
り
県
外
で
行
う
必
要
は
な
い
。

　

民
生
費
で
は
、
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
事
業
に
当
初
ほ
ど
の
熱

意
が
感
じ
ら
れ
な
い
、
第
二
福

祉
ゾ
ー
ン
に
つ
い
て
も
関
係
者

の
要
望
を
反
映
さ
せ
た
取
り
組

み
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

衛
生
費
で
は
、
骨
粗
し
ょ
う

症
で
は
寝
た
き
り
に
さ
せ
な
い

対
策
と
し
て
、
検
診
事
業
に
位

置
づ
け
、
購
入
し
た
検
診
機
が

有
効
に
利
用
で
き
る
よ
う
保
健

師
を
ふ
や
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
最
終
処
分
場
は
自
区

内
処
理
の
原
則
に
基
づ
い
て
真

剣
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　

労
働
費
で
は
、
雇
用
問
題
の

改
善
に
一
層
の
取
り
組
み
を
強

化
す
べ
き
で
あ
る
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
問
題
も
あ
り

適
切
な
対
応
を
求
め
る
と
と
も

に
、
市
民
の
要
望
で
あ
る
市
民

農
園
を
促
進
す
べ
き
で
あ
る
。

　

商
工
費
で
は
、
中
小
企
業
に

と
っ
て
厳
し
い
経
済
環
境
が
続

い
て
お
り
、
融
資
借
り
入
れ
補

助
事
業
は
今
後
と
も
適
切
な
対

応
を
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

土
木
費
で
は
、
合
併
に
よ
る

土
建
行
政
が
全
面
展
開
す
る
予

算
で
道
路
の
建
設
が
メ
ジ
ロ
押

し
と
な
っ
て
お
り
、
代
替
道
路

が
あ
り
優
先
度
が
低
い
と
思
わ

れ
る
都
市
計
画
道
路
山
崎
吉
春

線
の
上
花
輪
工
区
や
、
清
水
公

園
駅
前
線
事
業
も
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　

消
防
費
で
は
、
近
隣
市
と
比

べ
て
消
防
職
員
の
充
足
率
が
低

い
の
で
、
高
め
る
努
力
を
す
べ

し
ま
い
か
ね
な
い
。

■
水
道
事
業
会
計

　

消
費
税
問
題
と
運
転
管
理
の

民
間
委
託
に
は
納
得
で
き
な
い
。

　

歳
入
で
は
、
減
税
補
て
ん
債

の
借
り
か
え
等
の
発
行
で
大
幅

な
市
債
の
増
だ
が
、
普
通
建
設

事
業
分
の
起
債
額
は
十
二
・
四

億
円
で
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン

ス
は
十
分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
。

　

歳
出
の
総
務
費
で
は
、
市
民

に
好
評
の
ま
め
バ
ス
の
運
行
は

利
用
者
や
市
民
か
ら
の
さ
ま
ざ

ま
な
要
望
や
意
見
を
踏
ま
え
検

討
を
加
え
た
改
善
が
必
要
で
あ

る
。
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
及
び
関

宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
の
無
休

化
の
実
現
等
、
市
民
の
利
便
に

供
す
る
施
策
が
予
算
化
さ
れ
て

い
る
。

　

民
生
費
で
は
、
地
域
福
祉
計

画
策
定
事
業
費
や
地
域
ゾ
ー
ン

の
形
成
を
念
頭
に
置
い
た
知
的

障
害
者
施
設
用
地
取
得
費
、
楽

寿
園
の
一
部
特
養
化
へ
の
改
修

費
用
及
び
老
人
福
祉
施
設
建
設

助
成
金
、
新
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン

の
作
成
経
費
等
の
計
上
な
ど
、

少
子
高
齢
化
に
対
す
る
配
慮
も

う
か
が
え
る
予
算
計
上
で
あ
る
。

き
で
あ
る
。

　

教
育
費
で
は
、
二
学
期
制
の

導
入
は
実
施
直
前
に
な
っ
て
の

説
明
会
開
催
な
ど
十
分
な
準
備

が
整
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

父
母
の
十
分
な
理
解
が
得
ら
れ

た
の
か
不
安
で
あ
る
。

　

せ
き
や
ど
図
書
館
の
業
務
委

託
は
問
題
で
あ
る
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

国
保
税
が
あ
ま
り
に
も
高
く
、

低
所
得
者
及
び
特
別
な
事
情
に

あ
る
人
の
申
請
減
免
が
制
度
化

さ
れ
て
い
な
い
。

■
老
人
保
健
特
別
会
計

　

制
度
そ
の
も
の
に
反
対
で
あ

る
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

　

昨
年
か
ら
低
所
得
者
に
対
す

る
保
険
料
と
利
用
料
の
減
免
が

行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

国
基
準
で
は
な
く
低
所
得
者
の

方
々
を
も
っ
と
救
え
る
よ
う
な

基
準
に
す
べ
き
で
あ
る
。

■
次
木
親
野
井
特
定
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計

　

バ
ブ
ル
の
中
で
構
想
さ
れ
た

事
業
を
後
世
の
市
民
負
担
で
賄

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

制
度
上
仕
方
が
な
い
と
安
易
に

認
め
、
推
進
し
て
き
た
人
た
ち

の
責
任
も
問
う
こ
と
な
く
、
今

後
も
甘
え
る
体
質
を
温
存
し
て

平成16年度各会計予算規模

区 分 予　算　額 対前年度
増 減 率

一 般 会 計 46,459,000千円 43.7％

特

別

会

計

国民健康保険 12,117,000千円 28.2％

下 水 道 事 業 3,537,300千円 18.4％

老 人 保 健 10,177,000千円 23.7％

用 地 取 得 169,300千円 2.5％

介 護 保 険 4,585,000千円 33.9％
次 木 親 野 井 特 定
土地区画整理事業 485,000千円 皆増

小 計 31,070,600千円 28.1％

水道事業会計 4,481,221千円 20.2％

合 計 82,010,821千円 36.0％

平成16年度各会計予算を可決

予算総額820億1,082万1千円
一般会計は464億5,900万円は43.7％の増

反
対
討
論

賛
成
討
論
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歳　　入
464億5,900万円

歳　　出
464億5,900万円

市税　42.1％
195億7,287万6千円
市税　42.1％
195億7,287万6千円

民生費　22.6％
105億1,279万5千円
民生費　22.6％
105億1,279万5千円

市債　20.3％
94億2,960万円

国庫支出金　8.1％
37億4,078万4千円
国庫支出金　8.1％
37億4,078万4千円

地方交付税　7.6％
35億1,477万8千円
地方交付税　7.6％
35億1,477万8千円

繰入金　3.0％
14億628万4千円

県支出金　2.8％
13億2,471万8千円
地方消費税交付金　2.8％
13億円
使用料及び手数料　2.3％
10億6,846千円

その他　11％
51億150万5千円

土木費　18.2％
84億4,739万円

公債費　16.0％
74億4,547万3千円
公債費　16.0％
74億4,547万3千円

教育費　13.1％
60億7,237万6千円
教育費　13.1％
60億7,237万6千円

総務費　10.9％
50億5,689万2千円

衛生費　9.6％
44億5,014万9千円
衛生費　9.6％
44億5,014万9千円

消防費　4.2％
19億4,129万5千円

農林水産業費　1.6％
7億4,414万9千円

その他　3.8％
17億8,848万1千円

　

衛
生
費
で
は
、
平
成
十
六
・

十
七
年
度
の
二
カ
年
の
継
続
事

業
で
あ
る
生
活
排
水
処
理
基
本

計
画
策
定
事
業
や
不
法
投
棄
監

視
シ
ス
テ
ム
導
入
経
費
等
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。

　

労
働
費
で
は
、
無
料
職
業
紹

介
相
談
員
賃
金
を
初
め
、
緊
急

地
域
雇
用
創
出
特
別
基
金
事
業

で
税
務
資
料
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
導
入
事
業
ほ
か
、
十
二

事
業
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。

　

商
工
費
で
は
、
企
業
立
地
対

策
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
農
業

委
員
会
だ
よ
り
の
発
行
経
費
や

農
家
台
帳
シ
ス
テ
ム
の
整
備
経

費
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
。

　

土
木
費
で
は
、
江
戸
川
左
岸

連
絡
道
路
等
の
道
路
改
良
事
業
、

関
宿
地
域
の
六
丁
四
反
水
路
な

ど
の
排
水
整
備
費
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
愛
宕
駅
周
辺

土
地
区
画
整
理
事
業
を
初
め
、

各
区
画
整
理
事
業
の
推
進
が
図

ら
れ
、
七
光
台
駅
東
西
連
絡
通

路
の
整
備
及
び
清
水
公
園
駅
東

口
開
設
事
業
の
委
託
料
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
山
崎

吉
春
線
等
の
道
路
改
良
費
、
鉄

道
高
架
事
業
の
ほ
か
、
関
宿
総

合
公
園
整
備
事
業
費
等
が
計
上

さ
れ
厳
し
い
予
算
の
中
で
都
市

整
備
へ
の
投
資
が
さ
れ
て
い
る
。

　

消
防
費
で
は
、
救
急
救
命
士

教
育
訓
練
負
担
金
、
合
併
に
伴

う
事
業
と
し
て
、
消
防
署
出
張

所
建
設
事
業
費
等
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。

　

教
育
費
で
は
、
新
設
小
学
校

取
得
事
業
費
や
情
報
教
育
推
進

整
備
事
業
費
な
ど
が
措
置
さ
れ

て
い
る
。
公
民
館
、
図
書
館
及

び
博
物
館
の
祝
日
開
館
経
費
、

せ
き
や
ど
図
書
館
業
務
委
託
料

の
ほ
か
、
継
続
事
業
で
あ
る
総

合
公
園
整
備
費
や
関
宿
総
合
公

園
の
管
理
運
営
経
費
等
の
計
上

が
さ
れ
て
い
る
。

■
各
特
別
会
計
及
び
水
道
事
業

会
計

　

そ
れ
ぞ
れ
目
的
に
沿
っ
た
予

算
編
成
で
あ
る
。

予算審査特別委員会審査風景

予算審査特別委員会
予算審査特別委員会とは、新年度予算
が適正に編成され、健全で効率のよい
財政運営が図られるかどうかを審査す
るために設置された委員会です。
　なお、平成 16年度各会計予算を審
査した委員は次のとおりです。

委員長　　秋田　　仁
副委員長　木村　光雄
委員　　　竹内　美穂　小倉　良夫
　　　　　川辺　　茂　舩橋　繁雄
　　　　　古橋喜久男　勝田　　実　
　　　　　小俣　文宣　添田ひろ子
　　　　岡田　文雄　松本　睦男
　　　　池田　利秋　江村　祐三

　　　　　長南　博邦

一般会計予算の内訳


